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Ｓｔｅｐ２．取組みを検討・ブラッシュアップＳｔｅｐ２．取組みを検討・ブラッシュアップ

Ｓｔｅｐ１．投資者の目線とのギャップを知るＳｔｅｐ１．投資者の目線とのギャップを知る

ポイント・事例集の使い⽅ガイド

 現状分析・評価が表面的な内容にとどまる

 取組みを並べるだけの開示となっている

 合理的な理由もなく、対話に応じない

 現状分析・評価が表面的な内容にとどまる

 取組みを並べるだけの開示となっている

 合理的な理由もなく、対話に応じない

 現状分析が投資者の目線とズレている
 目指すバランスシートやキャピタルアロケー

ション⽅針が十分に検討されていない
 目標設定が投資者の目線とズレている
 課題の分析や追加的な対応の検討を機動的に

⾏わない

 現状分析が投資者の目線とズレている
 目指すバランスシートやキャピタルアロケー

ション⽅針が十分に検討されていない
 目標設定が投資者の目線とズレている
 課題の分析や追加的な対応の検討を機動的に

⾏わない

 不採算事業の縮⼩・撤退の検討が十分に⾏わ
れていない

 業績連動の役員報酬が、中⻑期的な企業価値
向上に向けたインセンティブとなっていない

 対話の実施状況の開示が具体性に欠ける

 不採算事業の縮⼩・撤退の検討が十分に⾏わ
れていない

 業績連動の役員報酬が、中⻑期的な企業価値
向上に向けたインセンティブとなっていない

 対話の実施状況の開示が具体性に欠ける

現状分析や取組みの
検討が十分でない状況

現状分析や取組みの内容が
投資者に評価されていない状況

投資者から一定の評価を得たうえ
で、更なる向上が求められる状況

各ギャップに対応したポイント・
事例を参照しながら、投資者の
視点を踏まえた取組みを推進

投資者の視点を踏まえた
ポイント解説 事例集

※ 上記の内容については、国内外の延べ３００社超の投資者へのヒアリングに基づき取りまとめ

投資者の目線とギャップのある事例 取組みの状況に応じて生じやすい
ギャップと⾒⽐べて、⾃社の取組みを点検
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